
■開くと閉じる■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 182号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：開くと閉じる 

 

僕の拠点にしている「笑恵館（しょうけいかん）」の特徴は、施設が社会に対して開かれていて、誰でも自由に入

ることができることだ。 

こんなことを言うと、あなたは意外に思うかも知れないが、現代日本における民間施設は基本的に閉じていて、

誰もが気軽に入ることができるのは公共施設しかない。 

昔は多くの家は戸締りもせず、戸境も塀で仕切られていなかったので、僕が子供の頃は公園や道路で遊ぶことは

めったになく、もっぱら他人の家をすり抜けて野良猫のように遊んでいた。 

そしてたくさん叱られたが、歓迎されることもたくさんあった。 

・ 

もちろん、すべての施設が閉じているわけではなく、店舗など他人を招き入れることが目的の施設もたくさんあ

る。 

だが、その多くは入場料の支払いや、買い物などの用事があることが条件であり、自由に入ってそこで出会いや

交流を楽しむための施設はめったにない。 

笑恵館にもパン屋があり、初めて来る人のほとんどがパンを買うためにやってくる。 

だが一度来てみると、この施設がパン屋でなく交流を目的とした施設であることに気付くだろう。 

そしてここが、個人の住まいであることを知り、さらに驚くという訳だ。 

・ 

一般の住宅や施設が普段閉じられているのは、所有権が排他的占有権であることをよく示している。 

所有権を調べると「自由に使用、収益、処分できる権利」となっているが、結局それは他人から邪魔されないこ

とであり、邪魔者を寄せ付けない権利となる。 

これが講じて現代社会はプライバシーが保護され、セキュリティが厳重になっている。 

そして、邪魔されない権利だけが独り歩きして、自由な使用や収益処分は行われず、空き家や放棄地が増えてい



る。 

だが、施設を閉じたままでは使用できるはずはなく、閉じられた施設を使用する人は、所有者からカギを借りて

施設を開ける必要がある。 

つまり、「所有することは閉じること」なら、「使用することは開くこと」というわけだ。 

・ 

だが、笑恵館は収益よりも使用や交流を目的としているので施設を無料開放する。 

入居者のいないアパートの居室や、レンタル利用者のいない部屋は、施錠して閉じるのでなく開放して提供する。 

こうして開放された笑恵館をレンタルしたり入居して使用する人には、その部屋を閉じる権利が与えられる。 

あらかじめ予約して部屋をリザーブしたり、アパート部屋に鍵をかけられるようになる入居者からいただく料金

は、閉じる権利=所有権に対する料金だ。 

・ 

所有者として使用するからには、何でも自由にできるが、同時に所有者としての責任が生じる。 

所有権で使用するとは「自分のものとして使う」ことであり、そこに自己責任が伴うのは当然のことだろう。 

でも、いま日本社会に必要なのは自己責任でチャレンジすることだと僕は思う。 

前例や実績にこだわるのは、責任を回避するためであり、そこに確信は存在しない。 

僕が地主や所有権にこだわるのは、まさに前例や実績を生み出すためであり、それには自己責任の自由が欠かせ

ない。 

・ 

所有権を与えられ、それを閉じて独占する人には、開くことによって所有権を与えることができることを知って

欲しい。 

僕はこれを「国づくり」と定義し、地主の役割として確立したいと考えている。 

閉じた土地を条件付きで開けられるようにする従来の使用権賃貸に対し、開いた土地を自己責任で閉じられるよ

うにする所有権賃貸を推進したい。 

そして「地主業」というビジネスに構築したい。 

 

http://nanoni.co.jp/20181028/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. トピックス：中国の脅威 

 

昨日の名栗・森人間コンテストでプレゼンしてくれたＫさんの話を聞いているうちに、杭州・深圳に俄然行きた

くなった。深圳（シンセン）は、ご存知香港の隣町で、ハードウェアのシリコンバレーと言われ注目を集めてい

るが、ソフトウェア分野でスタートアップが集結しているのが杭州らしい。杭州の中心部から西へ車で 40 分ほ

どの距離にアリババ集団が本社を構える「未来科技術城」(ウェイライカージーチャン)と呼ばれる一帯があり、

起業かをサポートする施設や仕組みも充実しているという。 

 

早速、杭州の動向について調べてみると、2017年 7月、杭州市は「ET都市ブレイン」を試験導入を始めたよう

だ。これは、市内の信号機と監視カメラを活用した交通制御システムで、交通量を AI で分析することで信号機

をコントロールして渋滞を減らしたり、救急車が来れば信号を青くして誘導するらしい。また、クラクションば

かり鳴らしてうるさい車を取り締まったり、交通事故や違反なども AIで分析して取り締まるらしい。 

 



こうした社会実験は共産党独裁の中国では朝飯前なのかもしれないが、そのノウハウを水平展開したり、いずれ

は海外に輸出することになるだろう。そして、単なる金儲けでなく、それを社会に落とし込むソーシャルビジネ

スの先進国の座まで中国にとられてしまったら、まさに「世界の中国化」が進むのだろうか。だが、中国の観光

サイトやツアー情報を調べても、こんな情報は出て来ない。これは、激安ツアーの売り出しを待たずに、行くし

かないかも！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）10/29 ○終日笑恵館で面談可 

（火）10/30 ○なのに作業日（青葉台） 

（水）10/31 ○なのに作業日（青葉台） 

（木）11/01 ○午後から笑恵館で面談可 

（金）11/02 ○なのに作業日（青葉台） 

（土）11/03 ○なのに作業日（青葉台） 

（日）11/04 ○休業日 

■その後のイベント 

11/08 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

11/08 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/09 ★カプラー起業交流会（三茶） 

11/09 ★地主クラブ（笑恵館） 

11/15 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

11/22 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/25 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 



http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


